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年度の履修者は，「音楽科教育法Ⅰ」が 3 年次生 8 名と






















































































中で 2017 年から 2019 年まで 3 度にわたって「「こども
のうた」の行方」と題したセミナーを設けている。その















































































































































































































































































































































































































































































































































































































の関係で前述の中から 6 曲を選択し，1 コマの授業につ






























































































































































































































































































































































































      
・演奏形態： 
 
・速度： 
 
・強弱 
 
・旋律： 
 
・伴奏： 
 
・歌詞 
 
・音色 
 
 
・ 
 
＜授業デザイン＞  
■曲の本質にかかわる指導内容を選択し，それに即した指導方法を考える。 
・何を･･･指導内容 
 
 
・どのように･･･指導方法 
 
 
 
図 1　授業デザインシート
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教科教育と教科専門の協働による｢音楽科教育法Ⅰ・Ⅲ｣の授業改善に関する一考察
本質との整合性を図ることを目指す。授業デザインシー
トは履修者と教員全員に配布し，各履修者の授業意図に
ついて共有する。その後授業デザインシートの記述内容
から模擬授業の学習指導案（略案）を作成するという手
順である。
上記において特に重視しているのは，範唱や範奏な
ど教師が授業で行う音楽表現の質である。模擬授業ま
でに十分な時間を設け，履修者に継続的な練習を促し
ている。歌唱，伴奏，弾き歌い，指揮，拍の提示など
各学習活動において教師に求められる実技力の習得が，
指導目標の達成には不可欠であると考えるからである。
もちろん，演奏スキルには個人差があるので，例えばピ
アノ伴奏が難しい場合は，左手のオクターヴを低音のみ
に簡略化するなどの助言を行いつつ，テンポの設定や歌
い出しのタイミングの取り方などについては，履修者が
演奏した後その場で教科専門担当教員にミニレッスン
を依頼するなど，履修者の実技力の現状に即応するよう
にしている。また，教科専門担当教員の指導の後，その
内容が模擬授業で設定した生徒の思考場面とどう関連
するかについて補足説明を行うこともある。
このような取り組みを通して，実践的指導力の向上の
道筋が見えてきつつある段階と捉えている。
Ⅴ　今後の課題
小中接続の観点から，そう遠くない時期に小学校と中
学校の両方で音楽科の授業を行う教員が増加すること
が予想される。本研究で明らかになった教科教育担当教
員と教科専門教員の課題意識を理論と実践の融合を図
る学修に反映させ，実技力も含めた音楽科の実践的指導
力を育成するカリキュラムの編制を目指したい。
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